
医学部予備校ACE Academy 確認テスト 
数2B 標準問題精講（例題）① 

 

168 第4章三角関数

標問 連立方程式

次の連立方程式を解け.
r  sinx+sinu= l  

(1)  j  
l  cosx+cosy=、3
ただし， 0孟 x < 2π，
I  COSX+cosy=sinx+siny 

(2)  l  s釘in (ω2x一Uω)+s引in (x一2y)=2sinx一2s引inし ただし，陶釘 < 匂πとする

(学習院大)

(東京商ピノ
- 謂 (川lυ) 連立方程式で…判向陪去 蹄胡叩

を考えます. 第 l式，第 2式より 連立方程式の解法
siny=l-sinx， 
cosy=J 3  -cosx 

であり，これらを
sin2y + c o s2y = 1  

に代入することにより ， y を消去します.
(2)  今度は( 1)のように 1 文字消去ができない問
題です. 各式をそれぞれ解いてみましょう . 類題
は標陪J73 の(2)にあります. 和を積に直す公式を
使うのでした.

く 解答 〉
(1)  siny=l-sinx， cosy=jす-cosx より

(l-sinx)2+(J3 -cosx)2= 1  
展開し，整理すると
2(sinx+J 3  cosx)=4 
sin(x+ 

2  

I  sm y =τ「
このとき. j  プー

， I  v' 3  I  cosy=ヲー

π一6-一Z
 

(1)  cos2B+sin2θ=1 
を利用して
1文字消去

(2)  和積の公式を利用して 2式
をそれぞれ解く

G  |叶F f
z-u = o，? 。
x， yを求める

ーsin'y+  cos'y  =  1  

事 合成の公式

Y  I  

標間

111 

2円の直交
円 A : X 2+〆=16 と点 (0，5) を中心とする円B との交点におけるそれぞ

れの円の接線が直交するという.
円B の方程式を求めよ. また，円A と円 B の交点の座標を求めよ.

留置3 2つの円が交点をもち，その交点に
おけるそれぞれの円の接線が直交す

るとき，その 2 円は直交する，といいます.
このことは，交点における接線が互いの円の中

心を通ることを意味します.

く 解答 >

. .  ，・
直交する 2円

心
直角三角形に着目

1つの交点を T ，円 B の中心を C(O，5) とすると，
ζC T O = 9 00 より

U  

C T2= O C2- O T2  
= 52- 42= 9  

C T は円B の半径であるから，円B の方程式は
x 2+(y-5)2= 9  

である.
また，円A と円B の交点の座標は

(  d内+ 旬巾U
X2+(y一5日)2=9

の解である. ①一② より

5y=16 …一③
③を①に代入して

X2+(子y=16

...① 
・・・②

一伝子事=:t子
よって，円A と円B の交点の座標は

(キ，子)
である.

A  
4  

4  

事①ー② により， 2交点を通
る直線③がつくられた
(o m g z16と…)は円①の極 (0，5) に対す
る極線となっている

ー {①，②} 恒司{(D，③}

40 第 1章式と証明

標間冨岡 相加平均・相乗平均 (1)

z が正の数のとき，
(1)  x +一16一の最小値を求めよ.z  

16 (2)  x + x + 2  の最小値を求めよ.

(3)  x  x 2+16 の最大値を求めよ.

(4)  x + 2  2+ 2 x +  16 の最大値を求めよ. (九州産大)

喧置ヨ
16 和積に関する大小関係積 z・7 をつくると一定とわかり G  

ます. 和と積についての絶対不等式である相加平 (1) 相加平均相乗平均
均・相乗平均の不等式が利用できますね. の不等式
(2)  x + 2 を t とおけば， (1)の式が現れます (2) 積が一定となる工夫

(3)， (4)は(1)，(2)の利用(3)  分母，分子を z で割れば，(1)の式が現れます.
(4)  同じく，分母，分子を x + 2 で二割ってみま
しょう. 今度は(2)の式が現れます.

く 解答 〉
16 ，̂ L '^  ， 16 ^  /  16 (1)  x > O，一一 > 0 より z十一一孟2./x ・土と = 8 .・ 相加平均 利l釆平均の不等式x  x  v  x  

16 等号成立は z = E7 すなわち，x = 4  (>0) のときで，最小値は 8である.
(2)  x + 2 = t とおくと t>2 (>0) より

16 .  ̂ .  16 .. 16 一一一一= t - 2 +一一= t +一一一2註 8 - 2 = 6x + 2  v  _ .  t  V '  t  
((  1)より，等号成立は t=4 のとき)
よって，最小値は，x = 2 のとき 6 である.

(3) 分母，分子を z で割ると x  1  
x2+ 1 6 - ， 16 

Z 十一 -
Z  

分母は， (1)より ，x = 4 のとき最小値 8 をとる.
よって， 寸 主ー は x = 4 のとき，最大値ょをとる.

2 -十 16
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134 第 3章図形と方程式

どのような実数αを選んでも，直線 y = 2αz一(α+1)2 が決して通らな

l121:点 (a，b)の 存在一こ… ( … )  
(2)  kが正の実数値をとるとき，直線 2 k x + y +が= 0 が通る範囲を図示せ
よ.

笹霊I
が通過する領域をD とします. 実数 パラメータを含む直線の通過領

αをlつ与えると直線んが l本決まり，その直線 域を求める
上の点がD 内の点ということになります. すなわ
ち，

(x， y) がD に属するに= 今
んの方程式①をみたす αが存在する

ということです.
もう少し具体的にみていきましょう.
点 (0，-1) について， ①に x = O，y = - l  
を代入すると，

- 1 =一(α+1)2 ・. α=0，- 2  
点 (0，0) について， ①に x = O，y = O を代入す
ると 0 =一(α+1)2 .'. α= - 1  
点 (0，1) について， ①に x = O，y = l を代入す
ると 1 =一(α+1)2 これをみたす実数αは存在
しない.
以上のことからわかるように実数αが少なく
とも lつ存在すればその点が通過領域D 内にある
ことが確認されるのです.
では， 一般の点として (a，b) についてはどう

でしょうか. 同じようにして①に x =α，y = b  
を代入して
b = 2αα一(α+1)2， α2+2(1-a)α+ b + 1 = 0
この αについての 2 次方程式が実数解をもて

ば点 (α，b) は通過領域D 内の点ということにな
ります.
(1)は実数解をもたない条件を調べることになり
ますし， (2)は正の実数解 h を少なくとも 1つもつ
条件を調べることになります.

.(l. 
パラメータが存在するための
X ， Yの条件を求める

ー(0，一 1) は直線 10，1-2上の点
である

事 (0，0) は直線 1-1 上の点であ
る

事 (0，1) は通過領域DI;l;Jの点で
はない



標問

196 第 5章指数関数・対数関数

画面画面

γ 
次の方程式を解け.

(1)  4・22X-2_2X+l_8=O ( 共立薬大)
(2) log2(x- l) = 1 + 2 1og2(x-2) (神奈川大)

(3)  (lOg2 !:r")2ーlog4x3+ 2 = O ( 創価大)
(4)  3Y = x +  1， y - l = 2 1og3 (x-l) ( 追手門学院大)

留 置 指数加含む方程式の間町 郡山…
2つのタイプがあります. 指数方程式

(i)  aX， logax をX とみて X について解き (i) aX=X とおき，X の方
X (= aX)= bー→ x = l o gab
X (=logax)= bー→ x =αb

(ii) 底をそろえて，式を整理し
α!(X)_ αg(X)ー→ f ( x ) = g (x) 
logaf(x)=logag (x)ー→ f(x)= g(x)

といった方法です.
(1)  4・22 x- 2 = 22・22x-2

= 22 + 山ー2) =  22x =  (2X)2 
また， 2X + 1= 2・2X ですから，2x = X とおけば，

与えられた式は X についての 2次方程式になり
ます.
(2) 其数条件は式変形する前におさえなければ
なりません.
(3)  底を 2にそろえて，log2x = X とおけば，
与えられた式は X の 2次方程式になります.
(4) 連立方程式ですから， 1文字消去を考えま
す. どちらの文字を消去するのが楽でしょうか?
考える舞台を指数または対数にそろえましょう.

く 解答 〉
(1)  (2X)2_2・2X- 8 = O
(2X-4)(2X+ 2 ) =O  
2X > O より 2X = 4  
2X= 22  
x = 2  

程式を解く (1) 
X > O に注意

(ii)αX=b 
一一→ x=logab
(iii) af(x) =  agω 
一→ f(x)=g(x)

対数方程式
(i) 真数条件は最初におさえ
る

(ii) logax=X とおき，X の
方程式を解く (3) 
(iii) logax=b 
一→ x = ab (3)， (4) 
(iv) logaf(X)=logag(X) 
一→ f(x)=g(x) (2) 

ー4x  2'x-'=2'H2 Z-'l=2'x 
4・2x についての 2次方程式と
みる

事指数の比較

標間
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放物線と直線で固まれた図形の面積
C  (> 1)を定数とする. xy平面で，点 (1，C ) を通る直線 lと放物線 y = x2
で囲まれる図形の面積を最小にする lの傾きを求めよ. また，その最小面積

(東京工大， ・東大， ・岩手大， ・筑波大， ・東海大)

置置3 c >1 のとき，直線
l :  y = m ( x - 1)+c と放物娘

y = x2 を連立すれば交点の z座標が求まり，面積
を求めるための積分区間が決まったことになりま
すが，この z の値はm を含む無理式であり扱いが
厄介です.
とりあえず

交点の x 座標は α，βとおく
ことにしましょう . α，β(α< s) は

m ( x -1) + c = x2  
- x2 + m x - m + c =O  

の実数解ですから，
- x2+ m x - m + c =一(x一α)(x-β)

と変形されます.
したがって，面積 S は
s=仁川(xー肘 c - x2}dx

を計算すればよいことになります. 標問 114の
公式が利用できます.

く 解筈 >

ヨlu1[;猿話器級M I・E・-畑・y = m x + n ー①
y=ax2+bx+c ① 
が囲む図形の面積 S は
①，②の交点のz 座標を
α，β(αくβ) とおく

G  
-Ial(x一山一伽z

G  
( s -α3  S=la伴ずム

点 (1，c) を通る直線 Jが放物線 y = x2 と2点を共
有するためには u軸とは平行にならないから

l: y = m ( x - 1)+c 
lと放物線 y = x2 との交点のz 座標は
x 2 = m x - m + c  
x 2- m x + m - c = O  -・①

c > l ゆえ，m の値にかかわらずこれは異なる 2
実数解α，β(α<β) をもっ.

標問 Snから αηを求める
数列 {an} (n=l， 2， 3， ...) があるとき，初項から第n 項までの和を

ふ (n=l，2， 3，…) と書く . いま， αn とふが，関係式
ワ 1 3  5n=2an"+ ;， an- ;:: n-"un '  2  un 2  

299 

をみたし，かつ，すべての項仇は問符号である. このとき，次の間いに答え
よ.
(1)  anのみたす漸化式 (αn+l とαnの関係式) を求めよ.
(2)  一般項αn をn の式で表せ. (早ニン
軍菌 (1) 日れた附から M 消 豆一…

去することを考えます (1) ふと anの関係式
5n= a 1 +α2+・・・+αn より ，5nとanの聞には

r  Sn- 5n-1  (n ミ2)
αn= lsl (n = l)  

という関係が成り立ちます. 本間では，an+l と
向の関係式をつくれ，とあるので，

αn+1 =  5n+1  - 5n  (n注 1)
を使います.
(2)  (1)で得られる an+l と仇の関係式は
αn+l=αn + q  (q は定数)

の形をしており，これは数列 {αη} が公差“ q" の
等差数列であることを意味しています. 初項，公
差がわかれば，この数列の一般項を求めることが
できます.

。 1 3  (1)  5n+1= 2 a叶 1"+ 仇 + 一一2  Un+1 2  
0 ， 1  3  5n=2αn"+一α一n-"un 2  un 2  

く 解筈 〉

.()， 
f  Sn-Sn-l (nミ2)

an=lSl (n=l) 
(2) an+l=an+q (qは定数)

G  
{an} は公差 q の等差数列

2式の差をつくると，5n+I-5n=an+1 (η注1) より
o  0 ， 1  1  n+l=2an+1"-2an"+ an+1一-;:;-an-t- l  ' - J ¥ . Nn  2  ......"Tl 2  

標間

360 第9章ベクトル

円のベクトル方程式
(1)  三角形 A B C と同一平面上にあって， 1互予+ & + C P I = 3 をみたす点 P
全体はどんな図形になるか. ( 東海大)
(2)  平面上に 2定点 A ，B があり，動点 P に対して| 互予+ & 1 = 1互BI が成
り立つとき，点 P のえがく図形をかけ. ( 関西大)

(3) 空間において，平面上の長さ r の 2 つのベク トルδ互， δE は直交して
いる. このとき， δ予=δ互cosθ+δBsin8 W 孟θ<3600 ) の点 P はどん
な 図形をえがくか (三重大)

彊置ヨ (1)  P を lつにまとめることを考え
ます.

|δP δD I = r  (r は正の定数)
という形になると， P は点D を中心とする半径 r
の円をえがくことがわかります.
(2)  (1)のように考えて変形していくと与式は
12互予一五百1=1互百|「E - | E |A P一一|一一2  I  2  

となり， P は線分 A B の中点を中心とする半径
|互BIーす一( すなわち，直径が IAE I ) の円をえがくこ
とがわかります.

P  円周上の任意の点を P とす
ると，直径 A B に対する円周
角は直角であるから 八ド一一一一一一斗B

A PムB P ¥  
(五-(;).(五- b ) = O . /  

です. 解答ではこれを利用して
みましょう .
(3)  中心 C ，半径 r の円を次のようにパラメー
タ表示することもできます.

|ξ互1=ICEI= r，C互ムC B
となるように円周上の点 A，B をとると， C P は
右図のように 2つの正射影ベク トルに分解され

CP=CA'+CB'=CAcosθ+CBsinθ 

円のベクトル方程式
(1) Ip-al=γ 
点、 A(a) を中心とする半径ァ
の円

(2) (p-a)・(p-b)=O
線分 A Bを直径とする円
(3) 10五I=IOBI=κ
O A.LOB， 
。。話。<360。のとき
OP=OAcos8+0Bsin θ 
は0 を中心とする半径ァの円

③ 空間においては川仰球
のベクトル方程式であり， (3)は
円のベクトル方程式である.
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